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妻
か
ら
育
休
取
得
の
希
望
が
あ

り
、
第
1
子
が
生
ま
れ
て
3
カ
月
目

に
2
週
間
、
取
得
し
ま
し
た
。
深
夜

3
時
ま
で
寝
な
い
で
子
ど
も
を
見
守

る
日
も
あ
り
ま
し
た
。
育
休
を
通
し

て
、
母
親
と
し
て
の
妻
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
入
社
し
た
頃
は
、
が
む
し
ゃ
ら
に

仕
事
を
す
る
時
代
で
し
た
し
、
私
自

身
が
そ
う
で
し
た
。
実
際
、
取
得
す

る
時
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
、
成
績
を
上
げ
た
い
思
い
と
の
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し「
進
化

の
な
い
姿
は
社
会
や
時
代
に
取
り
残

さ
れ
る
。
変
わ
る
こ
と
は
大
切
だ
」

と
も
社
内
外
で
教
わ
り
、
育
休
を
取

得
す
る
こ
と
を
前
向
き
に
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
復
帰
後
も
ス
マ
ホ
の
育
児
記
録
ア

プ
リ
で
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
交
換
、
睡

眠
時
間
な
ど
の
記
録
を
妻
と
共
有
し

て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
を
連
れ
て

出
か
け
る
な
ど
、
妻
が
一
人
に
な
る

時
間
を
意
識
し
て
つ
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
5
月
末
ま
で
育
休
中
の
妻

に
代
わ
り
、
6
月
か
ら
は
私
が
短
期

育
児
休
業
を
取
得
し
、
慣
ら
し
保
育

に
備
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
保

育
園
が
見
つ
か
ら
ず
育
休
を
し
か
た

な
く
延
長
し
た
同
僚
も
い
ま
し
た
。

家
族
や
会
社
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
面
も
あ
り
ま
す
。
社
会
全
体
で
子

育
て
で
き
る
工
夫
が
あ
っ
た
ら
い
い

で
す
ね
。

　
育
休
取
得
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い

る
男
性
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
育
休
を
取
得
し
な
が
ら
成
果
も

出
し
て
い
く
姿
を
職
場
の
先
輩
た
ち

が
率
先
し
て
見
せ
て
い
け
ば
、
後
に

続
く
人
た
ち
も
受
け
入
れ
や
す
く
な

る
は
ず
で
す
。「
進
化
」す
る
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
、
一
歩
踏
み
出
す
男
性

が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

仕
事
を
離
れ
る
不
安
も

育
児
記
録
ア
プ
リ
を
活
用

進
化
が
求
め
ら
れ
る
時
代

職
場
の
理
解
を
得
る
た
め
の
工
夫
や
準
備

上司よりメッセージ
　周囲の信頼が厚く、店舗内でもリー
ダーシップを発揮している島村さん。
育休取得時も、前後の仕事を計画的に
調整しながら好実績を残していまし
た。今後も取得しやすい雰囲気・環境
づくりに努めていきたいと思います。

ご意見募集中 今回の特集「仕事や育児への姿勢、どう変わった！？　パパたちの育休のリアル」について、あなたのご意見・ご感想を
お聞かせください。宛先は巻末へ。

　桑原さんの「『休む』のではなく『育児という仕事を
する』意識が、パートナーとのその後の関係に影響す
る」という言葉に心を動かされました。女性の社会進
出も、男性の家事・育児参画も、こうした一人一人の
踏み出す一歩から始まるのだと思いました。

池田 恵美 編集員

　育休中から「妻を助けたい」「赤ちゃんをたくさん抱
っこしたい」と考えていた皆本さん。男性育休の取得
をきっかけとして、皆本さんのご家族のように、子
どもを産むのは女性だけれどもその後の育児や家事
には男性も主力となって取り組むという家庭が増え
ていくことを期待します。それが不安なく実現でき
る社会であってほしいです。

德永 邦子 編集員

　育児や家庭のことになると「仕事に逃げる」ことを
思いつくのは世代超えて同じ一面も。発展してきた
育休制度を活用できる環境と、制度のない自営業者
を含めて「社会で育てる風土」を語らう取材にもなっ
た。

  山口 達也 編集員

　桑原さんが経験した5カ月の育休は、育児「休業」
ではなく、育児「業務」専念期間だったのだと思いま
した。育休を取得したくても、職場環境や経済状況
によっては、踏み出せない人も多い現状。将来、本
紙を読み返した時に「当時はまだ男性の育休が少なか
ったんだね」と言える日が早く訪れることをパパ、マ
マ、赤ちゃんのためにも願っています。

中津海 麻紀 編集員

特集の取材を終えて

早
め
に
上
司
に
伝
え
る

　
少
人
数
の
部
署
に
所
属
す
る
た

め
、
仕
事
の
引
き
継
ぎ
を
考
慮
し
、

予
定
日
の
6
カ
月
前
に
上
司
に
相

談
。
取
得
期
間
な
ど
を
決
め
ま
し

た
。
早
め
に
伝
え
た
こ
と
で
手
続

き
や
引
き
継
ぎ
も
余
裕
を
持
っ
て

行
え
ま
し
た
。

「
育
休
」に
つ
い
て
理
解
・
整
理
す
る

　
育
休
中
は
、授
乳
や
お
む
つ
替
え
、

沐
浴
、
夜
泣
き
と
い
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
お
世
話
に
加
え
、
掃
除
や
炊
事
、

洗
濯
、
買
い
物
な
ど
、
夫
婦
で
予
想

以
上
の
タ
ス
ク
に
追
わ
れ
、
あ
ら
た

め
て「
男
性
育
休
」の
重
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。
休
業
前
に「
育
休
を
な
ぜ

取
る
の
か
」を
整
理
し
、
夫
婦
で
育

児
や
家
事
の
分
担
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
で
、
育
休
中
の
意
見
の
食
い

違
い
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

職
場
の
理
解
は

日
頃
の
信
頼
関
係
作
り
か
ら

　
育
休
中
の
仕
事
は
職
場
の
誰
か

が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
他
の
人
の
サ
ポ

ー
ト
を
進
ん
で
行
う
な
ど
信
頼
関

係
を
作
り
、
周
囲
の
支
援
が
受
け

ら
れ
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
こ
と

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

引
き
継
ぎ
書
の
作
成

　
初
め
て
の
長
期
休
業
。
自
分
に

し
か
分
か
ら
な
い
仕
事
が
あ
っ
て

は
職
場
に
迷
惑
が
掛
か
る
た
め
、

異
動
す
る
気
持
ち
で
引
き
継
ぎ
書

を
作
り
、
上
司
に
確
認
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

関
係
部
署
に
周
知
す
る

　
日
常
的
に
や
り
取
り
の
あ
る
部

署
に
、
業
務
の
中
で
育
休
取
得
の

期
間
や
後
任
者
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

外
部
へ
の
連
絡
方
法
を
整
理
す
る

　
育
休
中
に
外
部
機
関
や
関
係
者

か
ら
来
る
メ
ー
ル
に
は
、
育
休
を

取
得
し
て
い
る
こ
と
や
問
い
合
わ

せ
先
な
ど
が
自
動
返
信
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
、
業
務
が
滞
る

こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
し
ま
し
た
。

　
育
休
取
得
に
向
け
て
職
場
の
理
解
を
得
る
た
め
、
先
輩
パ
パ
が

行
っ
た
準
備
や
工
夫
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

カローラ熊本本店　営業1グループ　
グループリーダー 豊田 秀博さん

営業を担当。2022年に2週間の育休を取得。
家族構成は同社勤務の妻（41）、長女（0）

島村 貴之さん（42）
カローラ熊本本店

育休 育休

育休

育休

育休

産休

育休 育休 育休

（出典：厚生労働省「育児・介護休業法改正ポイントのご案内」）

雇用環境整備、個別の周知・
意向確認の措置の義務化

有期雇用労働者の育児・
介護休業取得要件の緩和

産後パパ育休
（出生時育児休業）の創設

育児休業の分割取得
育児休業取得状況の
公表の義務化

①育児休業を取得しやすい雇用環境の整備②妊娠・出産
（本人または配偶者）の申し出をした労働者に対して、
個別に育児休業制度などを知らせること、休業取得の
意向確認－－が事業主に義務化されます。

育児休業の場合、取得要件の「引き続き雇用さ
れた期間が1年以上」が撤廃されました。要件
は「1歳6カ月までの間に契約が満了することが
明らかでない」ことのみになっています。

育休とは別に「産後パパ育休」が取得できるようになりました。出生
後8週間以内に4週間まで取得可（2回に分割取得可）。労使協定を締
結している場合に限り、労働者が合意した範囲で休業中に就業する
ことが可能となります。

原則分割取得不可であったものが、
分割して2回取得可能に。
※詳しくは下記取得例へ

従業員数1000人超えの企業は、育
児休業などの取得の状況を年1回公
表することが義務付けられます。（令
和5年4月1日～）

出生 出生後（8週）
1歳 1歳半 2歳

保育所に入所できないなどの場合

改正前

育休 育休 育休産休

休 休 育休 育休

育休

育休

出生 出生後（8週）
1歳 1歳半 2歳

令和4年10月1日から（一例）

×

保育所に入所できないなどの場合

出産後8週間以内に育児休業取得
した場合の再取得（パパ休暇）

3回目の取得は
できない

開始時点が1歳または1歳6カ月時点に限
定されるため、途中で交代できない

出生時
退院時など

さらに
もう1回＋ 夫婦が育休を交代できる

回数が増える
開始時点を柔軟化することで、
夫婦が育休を途中交代できる

産後パパ育休
→新設（分割して2回取得可能）

育児休業
→夫婦ともに分割して2回取得可能

1歳以降の育児休業
→途中交代可能

【育児・介護休業法改正ポイント】

詳細は厚生労働省HP⇒

…今回の改正で新たにできるようになったこと

母

父

母

父

point
❶

point
❷

point
❸

　育児介護休業法が改正され、
令和4年4月から段階的に施行
されています。改正のポイント
を紹介します。

自
分
も
会
社
も

進
化
で
き
る
育
休

「
分
割
取
得
」も
視
野
に

妻と長女の3人家族。
育休取得期間は5カ月

桑
原 

孝
徳
さ
ん

熊
本
市
文
化
市
民
局
人
権
推
進
部
　

男
女
共
同
参
画
課

（35）

育
休
を
取
る
前
の
準
備

育
休
取
得
が
決
ま
っ
た
ら

貴之さんの育休中のある一日
7:00

8:00

12:00 
13:00

15:00 
17:00
20:00
　

1:00

起床、朝食準備
おむつ交換、授乳
朝食、掃除
子どもの世話
昼食、子どもの世話
両家の実家へ家族で
お出かけ 
帰宅
お風呂、風呂掃除
夕食、寝かしつけ、
妻との会話の時間
子どもが起きたら寝
かしつけ
就寝

初めての育児に夫婦で奮闘した貴
重な時間でした。体力面だけでな
く精神的にも助けられました。

妻・由利子さんより

先輩パパに
聞く！

Topic

子ども1人
取得1回

子ども1人
取得1回


